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生
徒
の
た
め
に
な
り
、

や
る
気
を
引
き
出
す
授
業
を

　
名
古
屋
中
学
校
・
高
等
学
校
の
チ
ャ
ペ

ル
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
ま
ず
、
主

催
者
で
あ
る
野
田
塾
取
締
役
塾
長
の
三
輪

宏
氏
が
挨
拶
。
先
日
亡
く
な
っ
た
同
僚
の

先
生
と
と
も
に
教
え
た
日
々
を
振
り
返
り

つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
彼
は
生
徒
思
い
の
熱
い
心
を
持
っ
た
男
で

し
た
。
で
す
か
ら
、
今
日
は
皆
様
、
ど
う

か
熱
い
授
業
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
生
徒

が
心
か
ら
喜
ぶ
授
業
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

彼
が
そ
れ
を
一
番
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う

と
思
う
か
ら
で
す
」

　
英
語
部
門
の
開
倫
塾
・
関
口
雅
子
先
生

は
「
名
詞
」（
中
１
）
で
あ
る
。
英
語
の
名

詞
に
は
「
ａ
」
や
「
ｓ
」
が
つ
き
、
決
ま
っ

た
形
の
あ
る
可
算
名
詞
と
、「
ａ
」
や
「
ｓ
」

が
つ
か
ず
、
決
ま
っ
た
形
の
な
い
不
可
算
名

詞
が
あ
る
と
わ
か
り
や
す
く
説
明
。
そ
の

使
い
方
を
教
え
た
。

　
社
会
部
門
の
ｅ
ｉ
ｓ
ｕ 

津
駅
前
校
・
稲

垣
伸
樹
先
生
は
「
日
本
国
憲
法
」（
中
３
）。

人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
を
保
証
す
る
社

会
権
に
つ
い
て
解
説
。
そ
れ
に
は
、
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権

利
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
勤
労
の
権
利

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。 

　
理
科
部
門
のN

EVER
 TO

O
 LATE

・

岡
本
澄
香
先
生
は
「
月
の
満
ち
欠
け
」(

中

３)

。
公
転
に
よ
る
月
の
満
ち
欠
け
を
見
て
、

方
角
や
時
間
を
知
る
方
法
を
、
数
学
や
英

語
、
国
語
の
知
識
を
活
用
し
て
覚
え
る
こ

と
の
楽
し
さ
と
と
も
に
伝
え
た
。

「
私
た
ち
講
師
一
同
は
生
徒
の
た
め
に
な
り
、

や
る
気
を
引
き
出
す
授
業
を
自
分
自
身
も

楽
し
み
な
が
ら
精
一
杯
行
う
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

心
に
強
く
響
い
た

模
擬
授
業
の
数
々

　
開
会
式
終
了
後
、
会
場
を
校
舎
に
移
し
、

部
門
別
予
選
と
部
門
別
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決

定
戦
へ
。
英
語
・国
語
・
数
学
・理
科
・
社
会
・

ル
ー
キ
ー
（
新
人
）
の
部
門
ご
と
に
教
室

に
分
か
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
午
後
２
時
か
ら
は
、
再
び
チ
ャ
ペ
ル
を

会
場
に
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

決
定
戦
が
ス
タ
ー
ト
。
各
部
門
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、
会
場
か

ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
る
。
そ
し
て
受
賞

者
５
名
が
登
壇
し
、
予
選
で
行
っ
た
模
擬

授
業
を
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
て
展

開
し
た
。

　
数
学
部
門
の
野
田
塾
・
渡
邉
友
宣
先
生

の
授
業
の
単
元
は
「
円
周
率
」（
中
１
）
だ
。

円
周
率
を
使
わ
ず
に
円
の
面
積
を
求
め
る

と
い
う
古
代
の
知
恵
を
活
用
し
て
、
灘
中

学
校
の
入
試
問
題
を
解
く
方
法
を
解
説
し

た
。

　
国
語
部
門
は
（
株
）
ア
ガ
ト
ス 

創
学
舎・

片
岡
秀
樹
先
生
の
「
短
歌
」（
中
２)

。
助
動

詞
「
け
り
」
や
「
た
り
」
の
「
り
」、
形
容

詞
「
楽
し
」「
美
し
」
の
「
し
」
と
い
っ
た

短
歌
の
区
切
れ
に
つ
い
て
説
明
し
、
短
歌

の
味
わ
い
方
を
熱
く
伝
え
た
。

野田塾 主催　全国模擬授業大会 in 名古屋 教育の力2023
全国の教師たちが授業指 導力を熱く競い合う

主催者挨拶を述べる　
野田塾 取締役塾長　三輪宏氏

会場校挨拶を述べる、
名古屋中学校・高等学校の学校長

永田久喜氏

団体戦で１位に輝いた野田塾の先生たち

　「チョーク一本で教育改革を」をテーマに
した「全国模擬授業大会 in 名古屋―教育の
力 2023―」が今年も10 月22日（日）に
行われた。全国の塾の教壇に立つ教師たちが
授業での「話法表現力」「板書」「指導内容」

「論理展開」「工夫」「納得感」を競い合うイ
ベントだ。コロナの影響により、2020 年と
2021年の大会は中止となったが、昨年から
再開されている。会場は例年通り、学校法人
名古屋学院 名古屋中学校・高等学校だ。11
回目を迎えた今年の大会に参加したのは 58
団体で、出場者は 43 名である。この 43 名
が全国の塾の代表を始めとする審査委員を
前に、約15 分間の模擬授業を披露した。

部門別チャンピオンに選ばれた５名 　
次
に
名
古
屋
中
学
・
高
校
校
長
の
永
田

久
喜
氏
が
挨
拶
。
続
い
て
、
来
賓
や
審
査

員
の
紹
介
、
審
査
方
法
な
ど
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
出
場
者
を
代
表
し
て

開
倫
塾
の
関
口
雅
子
先
生
が
選
手
宣
誓
。
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野田塾　永田萌先生 ( ルーキー )

野田塾 主催　全国模擬授業大会 in 名古屋
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チョーク１本で
教育改革を

全国の教師たちが授業指 導力を熱く競い合う

NEVER TOO LATE　岡本澄香先生 ( 理科 )

野田塾　渡邉友宣先生（数学）

eisu 津駅前校　稲垣伸樹先生 ( 社会 ) 開倫塾　関口雅子先生 ( 英語 )

（株）アガトス 創学舎　片岡秀樹先生 ( 国語 )

全国模擬授業大会 in 名古屋
教育の力 2023 

（主催・野田塾）

グランドチャンピオン
　eisu 津駅前校　稲垣 伸樹 （社会）

準グランドチャンピオン
　（株）アガトス 創学舎　片岡 秀樹（国語）

部門別チャンピオン
　野田塾　渡邉 友宣（数学）
　開倫塾　関口 雅子 （英語）
　NEVER TOO LATE　岡本 澄香（理科）

ルーキー部門チャンピオン
　野田塾　永田 萌 （社会）

各賞受賞者 ( 敬称略 )

■個人賞

１位　野田塾（愛知県）
２位　eisu 津駅前校（三重県）
３位　開倫塾（栃木県）

■団体賞

お礼の言葉を述べる　
野田塾 全国模擬授業大会実行委員長

川原英樹氏

こ
の
大
会
の
た
め
に
多
く
の

時
間
を
注
い
だ
先
生
方
に
感
謝

　
結
果
発
表
を
待
つ
間
、
ル
ー
キ
ー
部
門

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
野
田
塾
・
永
田
萌

先
生
が
模
擬
授
業
を
披
露
。
教
科
は
社
会

で
、
単
元
は
「
武
士
の
誕
生
」（
中
１
）
だ
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
結
果
発
表
へ
。
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
栄
光
を
手
に
し
た
の

は
、
社
会
部
門
の
ｅ
ｉ
ｓ
ｕ
津
駅
前
校
・
稲

垣
先
生
で
あ
る
。
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

表
彰
の
た
め
に
登
壇
し

た
稲
垣
先
生
の
目
に
涙

が
光
っ
た
。
な
お
、
準

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
獲
得
し
た
の
は
、

（
株
）
ア
ガ
ト
ス 

創
学

舎
・
片
岡
先
生
で
あ
る
。

　
続
い
て
団
体
戦
の
結

果
発
表
へ
。
１
位
は
野

田
塾
、
２
位
は
ｅ
ｉ
ｓ

ｕ
津
駅
前
校
、
３
位
は

開
倫
塾
で
あ
る
。
表
彰

式
に
続
く
閉
会
式
で

は
、
野
田
塾
の
三
輪
氏

に
よ
る
主
催
者
挨
拶
の

あ
と
、
野
田
塾 

全
国
模

擬
授
業
大
会
実
行
委
員

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
の
５
月
26

日
（
日
）
に
は
、
開
倫
塾
様
主
催
に
よ
る

第
17
回
全
国
模
擬
授
業
大
会
が
栃
木
県
足

利
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
」

長
の
川
原
英
樹
氏
が
次
の
よ
う
に
お
礼
を

述
べ
た
。

「
名
古
屋
中
学
校
・
高
等
学
校
様
、
そ
し
て

開
倫
塾
の
皆
様
。
皆
様
の
ご
助
力
な
く
し

て
、
今
回
の
大
会
は
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
審
査
員
や
ご
来

場
の
皆
様
、
多
忙
な
中
、
本
大
会
に
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
し
か

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
最
後

に
出
場
者
の
皆
様
。
皆

様
の
知
恵
、
心
、
多

く
の
時
間
を
注
い
だ

授
業
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
本
大
会
は
成
立
し

た
と
我
々
は
思
っ
て
お

り
ま
す
。
本
当
に
あ
り

団体戦で２位となった eisu 津駅前校 ( 三重県 ) の先生たち団体戦で３位となった開倫塾の先生たち




